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芸術鑑賞会に対しては、様々な意見がある。音楽だけでもクラッシックから民謡、和太鼓、雅楽とジャンルが広く、それぞ
れに興味の有る方からは公演を本宮市でひらいて欲しいとの要望がある。

人

千円
千円

②この事業に対して、関係者（市民・議会・事業対象者・利害関係人等）からどんな意見や要望が寄せられていますか？

白沢村と本宮町が平成１９年から合併し、事業対象範囲が大きくなった。書き初め大会・映画会・芸術鑑賞会は毎年開催し
ている。
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成果指標（１）
人
人
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人件費平均額（年）

１．事務事業の現状把握（Do）

人

千円
事業費計（A） 千円

名称

 (2)指標・総事業費の推移

活動指標（２）

指標
(1)

成果指標名・式（アウトカム）※意図の達成度を表す指標

市主催の芸術・文化事業に参加した人数夢と希望さらには健やかな願いを込めて書き初めを行
うことで文化の振興を図る。
優れた芸術・文化に触れる機会を提供することにより
幼児から大人まで文化・芸術に対して興味を持つよう
になる。

名称

式

指標
(2)

意図（対象を、どのような状態にしたいのか）

新春書き初め大会（１月５日）、子ども向け映画会
（カーズ）、芸術鑑賞会（音楽の絵本コンサート）。

子ども向け映画会に参加した小中学生

 

芸術鑑賞会に参加した市民の人数名称

式

名称

式

指標
(2)  

区　　分 単位

指
標

地方債

成果指標（２）

 (1)事務事業の目的と手段

事務事業を実施（意図を実現）することで、施策にどのように貢献していますか

対象（誰を、何を）

小・中学・一般
幼児・児童

活動指標名・式（アウトプット）※活動の大きさを表す指標手段（事業の具体的な内容、手順等）

指標
(1)

式

その他

千円

①、事業の開始時期から、または５年前と比べ事業を取り巻く環境(対象者・法令等・社会情勢）はどう変わりましたか？

人
件
費

 (3)事務事業の環境変化・市民の意見等
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作成日：平成20年10月8日

文化芸術振興事業 課 等 名 生涯学習センター

平成２０年度事務事業評価表
管理№ 1-7-2-1

係 等 名 文化振興担当

事務事業名 部 等 名 教育部

予算
科目

会　計 科目コード 予算細目名

評価対象年度： 平成 19 年度

一般　 01-100503001 細々目名

政策
体系

基本目標 1 豊かな心と創造性あふれる人材育成のまちづくり

施　　策 7 文化財の保護・継承と芸術、文化活動の推進

基本事業名 2 文化・芸術活動の充実

事業概要
・

実施内容

●文化芸術行事等開催事業　（新春書き初め大会　１月５日）　（子供向け映画会 ディズニーアニメ　「カーズ」）
（芸術鑑賞会及び教室　「音楽の絵本　コンサート」）

根拠法令等 文化スポーツ振興基金。
事業の種類

評価区分

消耗品費
決
算
額

講師謝礼 6,000

書き初め大会参加賞 19,909

0 大型バス借上料 196,980

文化芸術行事等開催事業

文化スポーツ振興基金利子積立金

192,829 映画フィルム借上料

旅費

重点事業区分 事業実施期間

報償費 0

105,000

合　　計 4,019,684

芸術鑑賞会公演委託料 3,456,001 38,965

役務費・通信運搬費 4,000 備品購入費 0

重点事業 継続 単年度 期間限定

維持管理事業 義務的事業 その他事業

事前評価 事後評価



本宮市行政評価システム

受益者負担の適正化余地

⇒

⇒

　　　　　【理由↓】　　　　　【理由↓】

芸術鑑賞会などは一部受益者負担で
行っており、出来る限り文化振興基金
を温存して今後とも活動することとし
ている。

　　　　　【理由↓】

芸術鑑賞会は受益者負担していただい
ている。

これ以上の削減を行えば担当者がいな
くなり、事業を遂行できない。

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

合併により保育所、幼稚園、小学校、
中学校の数が増え広範囲となったた
め、従来よりきめ細かい配慮と公演回
数を増やす努力をして芸術・文化活動
の向上を図る。

本市には映画館などが無く、郡山市や
福島市まで出掛けているのが現状。廃
止されれば青少年健全育成と芸術・文
化活動の後退につながるため廃止でき
ない。

合併直後のため、時間をかけて見直し
が必要と考えられる。

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

事業費の削減余地

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

［公平性評価］

成果の向上余地

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

　　　　　【理由↓】

事業の中止・廃止による影響

　　　　　【理由↓】

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

市民自身による活動だけでは限界があ
り、市の予算でおこなうのは妥当であ
る。

小中学生を中心に、優れた芸術・文化
に触れる機会をより多く提供すること
は、我が国の文化に誇りを持ち青少年
の健全育成に寄与し、文化芸術活動へ
の参加意欲を醸成する。

市が行なう必要性

　　　　　【理由↓】

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

維持

低下

対象・意図の妥当性

　　　　　【理由↓】

 (3)今後の事業の方向性

 (3)今後の事業の方向性（改革改善案）

維持

低下

 (4)改革改善案の概要

 (6)改革改善を実現する上での解決すべき課題と解決策

(5)改革・改善による期待成果

　廃止・休止の場合は記入不要

削減 維持 増加

コスト

成
果

○

向上

２．事務事業の評価（Check)

昨年まではクラシックなど西洋音楽の事業が中心で
あったので、今後は日本の伝統的な音楽・芸術にし
て欲しいとの意見があった。

 (1)１次評価者としての評価結果  (2)全体総括（振り返り、反省点）

３．評価結果の総括と今後の方向性

(4)改革・改善による期待成果

③効率性

 (5)その他、2次評価会議で指摘された事項

４．事務事業の２次評価結果

向上

削減

　廃止・休止の場合は記入不要

コスト

増加維持

成
果

施策体系との整合性

［効率性評価］
人件費の削減余地

［有効性評価］

公演等を実施することにより、芸術・
文化に対する理解を醸成することがで
きる。

類似事業との統廃合の可能性

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

　　　　　【理由↓】

　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】 　　　　　【理由↓, ⇒改革改善案へ】

④公平性

①目的妥当性

②有効性

③効率性

④公平性

①目的妥当性

②有効性

本宮市では能・狂言などの事業はあまり実施した経験が無いので、他市での例などを研究する必要がある。

 (1)２次評価者としての評価結果  (2)評価結果の根拠と理由

日本の伝統芸能などの事業を実施。

　　　　　【理由↓】

評
　
価
　
結
　
果

［目的妥当性評価］

有

無

有

無

有

無

有

無

有

有

無

有

無

無

見直し余地がある適切

適切

適切

適切

見直し余地がある

見直し余地がある

見直し余地がある

廃止 休止

事業のやり方改善（有効性改善） 事業のやり方改善（効率性改善）

目的再設定

事業のやり方改善（公平性改善）

事業の統廃合

現状維持（従来の通りで特に改革改善しない）

廃止 休止

事業のやり方改善（有効性改善） 事業のやり方改善（効率性改善）

目的再設定

事業のやり方改善（公平性改善）

事業の統廃合

現状維持（従来の通りで特に改革改善しない）

２次評価対象 ２次評価対象外

有

無

見直し余地がある適切

適切

適切

適切

見直し余地がある

見直し余地がある

見直し余地がある

有

無


